
　和歌山県内における特殊詐欺による被害認知件数は、９月末時点で３７件と、前年同月比で
１６件の減少となっています。
　しかしながら、被害金額は大幅に増加し、５億１千２百万円を超えています。これは、平成
２５年中の和歌山県内年間被害額の約２億９千７百万円と比較しても、非常に大きな被害額に
なっています。
　また、特殊詐欺の中で、特に被害金額の大きい手口は、「ギャンブル必勝情報提供等を口実
にした詐欺」と「架空請求詐欺」で、この２つの手口で特殊詐欺による被害金額全体の約８
３．１％を超えていますので、注意しましょう。　※平成２６年中の数値は全て暫定値。
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青パト”まもるくん”の防犯ニュース

和歌山市危機管理部 地域安全課

注意！！特殊詐欺による被害が急増中

　年金支払日にあわせて注意を呼びかけ！～和歌山西警察署管内～

　今回、青パト”まもるくん”は、全国地域安全運動（１０月１１日～１０月２０日）期間中
の年金給付日にあわせて実施した、振り込め詐欺などの特殊詐欺の被害に遭わないように呼び
かける街頭防犯啓発に参加してきました。
　啓発は、和歌山市地域安全推進員会西支部の皆さんの協力を得て、和歌山西警察署管内の３
か所（紀陽銀行堀止支店・砂山郵便局・湊南郵便局）で一斉に実施されました。
　参加してくれた皆さんは、各店舗を訪れた人に啓発用ポケットティッシュを配布しながら、
多発している特殊詐欺の被害に遭わないように注意を呼びかけました。

被害金額が５億円超え！和歌山県内の特殊詐欺被害（平成２６年１月～９月）


